
林業成長産業化総合対策 【平成30年度予算概算要求額 ３０，０００百万円】

新たなスキームの下で意欲と能力のある経営体に森林の管理経営を集積・集約化する地域を重点的に
支援することとし、路網整備・機械導入を集中的に実施するほか、主伐・再造林の一貫作業の推進、川
下との連携強化、ＪＡＳ無垢材の利用拡大など、川上から川下までの取組を総合的に支援します。

川 上 川 中 川 下

森林所有者 素材生産業者等 製材業者 木材需要者

意欲と能力のある経営体 JAS無垢製材品を製造する業者
需要の開拓に意欲のある者

工務店 建設会社 ハウスメーカー 等

林業・木材産業成長産業化促進対策 【29,300百万円】

（木材産業等競争力強化対策）（持続的林業確立対策）

木材加工流通施設等の整備

木造公共建築物等の整備

木質バイオマス利用促進施設の整備

特用林産振興施設の整備

・木材需要者による非住宅分野や２×４建築などにおけるＪＡＳ無垢
材の購入を実証的に支援等

木材生産高度技術者育成対策 【200百万円】 ＪＡＳ無垢材利用拡大対策 【500百万円】

・ＩＣＴの活用支援（路網整備の効率化のための人材育成、作業システムの
効率化等）

コンテナ苗生産基盤施設等整備
・造林のコスト削減に資するコンテナ苗の安定供給

意欲と能力のある経営体の育成
・主伐を行う素材生産業者等の規模拡大等を支援

森林整備地域活動支援交付金等
・施業の集約化に向けた境界の明確化等

民国
連携

路網整備
・木材の搬出コストを低減するための基盤
整備

高性能林業機械導入（購入、リース）

搬出間伐の推進

資源高度利用型施業
・主伐時の全木集材、
それと一貫して行う再造林の実施

林業成長産業化地域保全対策事業
・山村地域の防災・減災対策 ・森林資源保全対策（鳥獣害、病虫害対策等）

民国
連携

民国
連携

林業成長産業化地域創出モデル事業 ・新たなスキームを活用して先進的に取り組む地域をモデルとしてソフト支援
民国
連携

意欲と能力のある経営体との連携を前提に支援新たなスキームを活用する地域に対し重点的に支援




